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	◆まず、貴社の概要や人事の状況について、お聞きします。
	貴社の主な業種は何ですか。�次の中で最も近いもの１つに○を付けて下さい。
	貴社は次の企業に該当しますか。�(1)～(3)のそれぞれに、当てはまるもの１つずつに○を付けて下さい。
	貴社の設立年はいつですか。�元号か西暦の中から１つに○を付けて、年(数字)を右寄せで記入して下さい。
	貴社の、ここ数年の業績は、どうですか。�(1)～(2)のそれぞれについて、最も近いもの１つずつに、○を付けて下さい。
	貴社では、下記の【Ａ】と【Ｂ】では どちらを重視していますか。�(1)～(9)のそれぞれについて、最も近いもの１つずつに○を付けて下さい。
	貴社の従業員は何人ですか。雇用形態ごとにお答え下さい。�※おおよその数で結構です。
	貴社の正社員について、下記の割合をお答え下さい。�※割合や勤続年数や年齢は、おおよそで結構です。
	貴社の昨年度(1年間)の正社員の入社者や退職者は、何人ですか。�※人数や年齢や勤続年数は、おおよそで結構です。
	貴社の正社員の定年年齢は何歳ですか。
	◆ここからは、貴社の退職金や退職年金（企業年金）制度について、お聞きします。
	貴社の退職金や退職年金の制度に、次のメリットやデメリットを感じますか。�(1)～(16)のそれぞれについて、最も近いもの１つずつに○を付けて下さい。�（貴社に退職金や退職年金がない場合は、メリットは退職金や退職年金があったと考えて、デメリットは貴社が退職金や退職年金を行っていない理由と考えて、答えて下さい）
	貴社の退職金や退職年金では、新卒で入社して定年で退職するような社員が、退職金や退職年金を 総額でいくらくらい 受け取れる 設計 になっていますか。�次の中で当てはまるもの１つに、○を付けて下さい。�※退職年金は全額を一時金で受け取ったとして、金額に含めてください。�（新卒採用や定年がない場合は、30～40年程度働いた場合を想定してください）
	上記の金額は、どの学歴の社員を考えて設計したものですか。�次の中で最も近いもの１つに、○を付けて下さい。
	貴社の退職金や退職年金の支給額は、ある勤続年数で大きく増える設計�（いわゆるＳ字カーブ。右下の図のイメージ）ですか。�（退職金や退職年金の制度がない場合は、「２」を選んで下さい）
	貴社の退職金や退職年金には、次の加算がありますか。�（退職金や退職年金の制度がない場合は、「２」を選んで下さい）
	正社員以外には、退職金または退職年金が 支給されますか。�（退職金や退職年金の制度がない場合は、「２」を選んで下さい）
	貴社の退職金や退職年金では、どのような受け取り方が利用可能ですか。�（退職金や退職年金の制度がない場合は、「２」を選んで下さい）
	貴社の退職金や退職年金について、社員への説明会等（セミナーや研修等）を�いつ開いていますか。次の中で当てはまるものすべてに、○を付けて下さい。
	貴社の退職金や退職年金の中で、最も古いものは いつ始まりましたか。� 次の中で当てはまるもの１つに○を付けて下さい。
	貴社の退職金や退職年金の給付水準を、今後どのようにしようと思いますか。�下記のそれぞれについて、最も近いもの１つずつに、○を付けて下さい。�（現在は退職金や退職年金がなく 今後も変えない場合は「１」を選んで下さい。�現在は退職金や退職年金がなく 今後 新たに始める場合は「４」を選んで下さい）
	貴社の退職金や退職年金の見直しを検討する際、社外の誰からのアドバイスを参考にしますか。次の中で当てはまるものすべてに○を付けて下さい。
	社員※が100人以下の企業では 「iDeCo＋」と「簡易型ＤＣ」 が利用可能です。�もし仮に、この制度が貴社でも利用可能になったら、どう利用しようと思いますか。最も近いもの１つに、○を付けて下さい。(※厳密には厚生年金加入者数)
	◆最後に、退職金や退職年金(企業年金)の財源などについて、お聞きします。
	貴社の正社員の老後資金の準備として、これまでに行ってきたものは何ですか。(1)～(11)のそれぞれに、当てはまるもの１つずつに○を付けて下さい。
	貴社の新卒で入社して定年で退職するような社員が受け取る退職金や�退職年金の支給額(Q11)の財源は、どのような内訳になっていますか。�(1)～(6)のそれぞれの割合をお答えください（おおよその数で結構です）。�※退職年金は全額を一時金で受け取ったとして、比率を考えてください。�（新卒採用や定年がない場合は、30～40年程度働いた場合を想定してください）
	貴社の直近の決算書から、次の金額を書き写して下さい(おおよそで結構です)。�マイナスの場合は、一番左の枠に「－」と書いて下さい。�（回答できない場合は、一番左の枠に「×」と書いて下さい）
	貴社では、現在、人手が不足している（もしくは余っている）と感じていますか。�(1)～(2)のそれぞれについて、最も近いもの１つずつに、○を付けて下さい。
	貴社では、定年を迎えた社員に対して勤務延長や再雇用の制度がありますか。�制度ごとに、当てはまるもの１つずつに○を付けて下さい(a)。制度がある場合は、�その制度の利用者の中で最も年齢が高い方の年齢(b)と、定年時と比べた賃金の水準(c)をお答え下さい。役員は除いて、従業員についてお答え下さい。

